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（１）地域管理経営計画は、国有林野の管理経営に関する基本計画に即して、国有林の地域別の
森林計画との調和を図りつつ、森林計画区ごとに、国有林野の管理経営の考え方や伐採等の
事業総量等を定める計画。

（２）国有林野事業実施計画は、国有林の事業別の森林計画及び地域管理経営計画に即して、森
林計画区ごとに、国有林野の箇所別の伐採、更新、林道整備、治山事業等を定める計画。
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1.1）森林計画制度の体系

対象森林：国有林野、官行造林地、
相続土地国庫帰属森林 対象森林：国有林野



1.2）令和5年度に計画策定・変更する森林計画区

令和9年度令和8年度令和7年度令和6年度令和5年度策定年度

吉野川那賀・海部川徳島県

香川香川県

肱川南予今治松山東予中予山岳愛媛県

安芸四万十川高知嶺北仁淀高知県

計画策定年度一覧

（１）四国森林管理局内には１２の森林計画区。
（２）このうち、那賀・海部川森林計画区（徳島県）、中予山岳森林計画区（愛媛県）、嶺北仁

淀森林計画区（高知県）は、現計画が令和５年度に５年を経過するため、計画を策定する。
（３）そのほかの計画区についても所要の変更を行う。

1.3）令和５年度に策定・変更する地域管理経営計画等のポイント

〇 国有林野の管理経営に関する基本計画における基本方針
（ア）公益重視の管理経営の一層の推進

・花粉症対策の加速化
・国土強靱化基本計画に基づく治山対策
・路網の強靱化・長寿命化
・地球温暖化対策計画に基づく成長の旺盛な森林の造成
・30by30目標の達成に向けた生物多様性保全の取組

（イ）森林・林業施策全体の推進への貢献
・「新しい林業」の実現に向けた技術開発・実証と民有林への普及
・複数年契約等を活用した林業事業体の育成
・市町村の森林・林業行政に対する技術支援
・上記の取組を民有林関係者に分かりやすい形で推進

（ウ）国民の森林（もり）としての管理経営

地域管理経営計画及び国有林野施業実施計画へ反映（一斉変更）

国有林野の管理経営に関する基本計画（令和５年12月農林水産省策定）



1.3）令和５年度に策定・変更する地域管理経営計画等のポイント
新しい林業の実現に向けて

モザイク施業
針広混交林

Before
After

自然散布の種子
の発芽・生育等、
天然力により成
立・維持

樹齢・樹高が複
数の森林として
人為により成
立・維持

育成単層林 樹齢・樹高が
単一の森林と
して人為によ
り成立・維持

育成複層林

育成複層林
680万ha

天然生林
1,380万ha

育成単層林
1,030万ha

林地生産力が低く、急傾斜で、車道からの距離が遠いなど社会
的条件も悪い人工林では、公益的機能を持続的に発揮させるこ
とを重視し、モザイク施業や広葉樹導入等により針広混交の育
成複層林に誘導する。

育成複層林
100万ha

天然生林
1,170万ha

育成単層林
660万ha

利用

適切な
間伐の実施

多様で健全な
森林へ誘導

育成

伐採植栽

原生的な森林生態系や希少
な生物が生育・生息する森
林等は、適切に保全を行う。

林地生産力が高く、傾斜が緩やかで、車道からの距離が近いなど社会的
条件も良い人工林では、
・ 確実に更新して育成単層林を維持し、資源の充実を図る。
・ 木材生産機能と同時に、水源涵養機能又は山地災害防止機能も期待

される森林では、自然条件等に応じてきめ細やかな施業を実施する。

天然生林

多様で健全な森林への誘導イメージ

森林・林業基本計画（令和３年６月）資料を一部改変

1.3）令和５年度に策定・変更する地域管理経営計画等のポイント

現状と対応方針
国有林野事業では、その組織・技術力・資源を活用して民有林に係る施策を支え、森林・林業施策全体の推進に貢献していくこととし
ている。
このような中、森林・林業基本計画では、「新しい林業」の実現に向けた取組の展開、担い手の育成、国産材の安定供給体制の構築等
が課題。

「特に効率的な施業を推進する森林」の設定
水源涵養タイプの人工林のうち、林道等からの距離が近
く、地位が比較的高く、傾斜が比較的緩い森林を「特に
効率的な施業を推進する森林」として設定。
地域の民有林関係者等に「特に効率的な施業を推進する
森林」の対象森林が明らかとなるよう、地域管理経営計
画等に当該森林を位置付け、公表。

「特に効率的な施業を推進する森林」の設定と運用のイメージ

「特に効率的な施業を推進する森林」での取組
自然条件等の良い人工林であることから、水源涵養機能
の発揮に支障を生じさせない範囲で、以下の取組を推進。
・造林の省力化・低コスト化等の「新しい林業」の実現

に向けた効率的な施業の実施や、現地検討会を通じた
民有林関係者等への普及

・事業発注を通じた林業事業体の育成
・樹木採取権による林業経営体の経営基盤の強化や分収

造林を活用した経営規模拡大の支援等

凡例

「特に効率的な施業
を推進する森林」

上記以外の国有林野

既設路網

公益重視の管理経営を推進しつつ、上記の「新しい林業」の実現に向けた効率的な施業の実施や民有林関係者への普及、担い手の育成
等の取組を効果的に進めるため、林地生産力や地形等の自然条件や路網整備状況等の社会的条件が良い人工林を特定することとする。

取組内容

このほか、分収造林新
規契約やレーザ計測・
解析等を優先的に実施

これらの取組を通じて、地域の国産材の安定供給体制の構築や
将来的な森林吸収量の確保・強化にも貢献

木材の安定供給に
資する林道の

機能強化

「新しい林業」の実
現に向けた

効率的な施業の実施
と民有林への普及

事業発注を通じた
林業事業体の育成

特に効率的な施業を推進する森林の設定の背景等

林政審議会（令和５年12月）資料を一部改変



1.3）令和５年度に策定・変更する地域管理経営計画等のポイント

特に効率的な施業を推進する森林の設定の考え方

令和５年度に局内の全森林計画区の当該区域の森林を「特に効率的な施業を行う森林」に設定

特に効率的な施業を推進する森林の設定の例

1.3）令和５年度に策定・変更する地域管理経営計画等のポイント

※計画策定のタイミングで見直し

低コスト造林現地検討会

割合
b/a

特効森林
面積

b (ha)

水涵タイプ
人工林面積

a (ha)
森林計画区

24%8413,506吉野川
3%401,282那賀・海部川

11%5134,546香川
12%1421,194今治松山
11%3173,013東予
29%9443,268肱川
23%5992,579中予山岳
22%1,6627,670南予
35%4,79613,776嶺北仁淀
25%9,81039,240四万十川
27%1,5565,765高知
25%5,03620,388安芸
25%26,256106,226合計

嶺北仁淀森林計画区
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• 徳島県南部に位置する国有林野4,457 ha
（計画区内の森林面積の４％）

• 人工林1,480 ha（33％）、天然林2,802 ha
（63％）、無立木地等 175 ha（４％）。人
工林のうち過半数をスギが占める。

• 優れた景観を有する森林については、剣山国
定公園及び中部山渓県立自然公園に指定。

人工林
1,480 ha
33.2%

天然林
2,802 ha
62.9%

その他
175 ha
3.9%

人工林、天然林別面積 人工林の樹種別面積

スギ
785 ha
53.0%

ヒノキ
258 ha
17.4%

その他
438 ha
29.6%

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

（１）国有林野の管理経営の基本方針

①計画区の概況（那賀・海部川）



• 愛媛県中央部に位置する国有林野8,619ha
（計画区内の森林面積の17％）。

• 人工林3,169ha（37％）、天然林4,656 ha
（54％）、無立木地等 794 ha（４％）。人
工林のうち過半数をヒノキが占める。

• 優れた景観を有する森林については、石鎚国
定公園並びに四国カルスト及び皿ヶ嶺連峰の
各県立自然公園に指定。

人工林
3,169 ha
36.8%

天然林
4,656 ha
54.0%

その他
794 ha
9.2%

人工林、天然林別面積

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項
①計画区の概況（中予山岳）

スギ
1,047 ha
33.0%

ヒノキ
1,701 ha
53.7%

その他
422 ha
13.3%

人工林の樹種別面積

人工林
14,965 ha
56.2%

天然林
10,372 ha
39.0%

その他
1,295 ha
4.9%

人工林、天然林別面積 人工林の樹種別面積

スギ
3,624 ha
24.2%

ヒノキ
9,045 ha
60.4%

その他
2,296 ha
15.3%

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

• 高知県北部に位置する国有林野26,632ha
（計画区内の森林面積の17％）。

• 人工林 14,965 ha（56％）、天然林10,372
ha（39％）、無立木地等1,295 ha（５％）。
人工林のうち６割をヒノキが占める。

• 優れた景観を有する森林については、石鎚国
定公園並びに四国カルスト、中津渓谷、安居
渓谷、梶ヶ森、白髪山、工石山陳ヶ森及び奥
物部の各県立自然公園に指定。

①計画区の概況（嶺北仁淀）



備考実行率計
（㎥）実行率間伐

（㎥）実行率主伐
（㎥）森林計画区

経済性等の条件が合わ
ず入札不調となったこ
と等のため、計画量を
下回った。

９％65,908
5,927０％50,174

7037％15,734
5,857那賀・海部川

主伐は分収林の主伐が
積極的に行われたため、
計画量を上回った。
間伐は、経済性等の条
件が合わず入札不調と
なったこと等のため、
計画量を下回った。

51％162,461
82,27144％146,437

63,989114％16,024
18,282中 予 山 岳

経済性等の条件が合わ
ず入札不調となったこ
と等から、計画量を下
回った。

19％728,960
139,66427％445,398

119,773７％283,562
19,891嶺 北 仁 淀

24％957,329
227,86229％642,009

183,83214％315,320
44,030計

注：上段は現（旧）計画量、下段は実行量（H31.4.1～R6.3.31）※R5年度分は見込値

②国有林野の管理経営の現状及び評価（伐採量）

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

備考実行率人工造林
（ha）森林計画区

主伐の実行減等のため、計画量を下回った。
０％25

０那賀・海部川

現行計画期間中に発生した更新箇所を次期計画期間へ繰り越すこ
となく積極的に実施したこと等から、計画量を上回った。138％32

44中 予 山 岳

主伐の実行減等のため、計画量を下回った。
19％438

82嶺 北 仁 淀

25％495
126計

注：上段は現（旧）計画量、下段は実行量（H31.4.1～R6.3.31）※R5年度分は見込値

②国有林野の管理経営の現状及び評価（更新量）



2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

備考実行率除伐
(ha)実行率つる切

(ha)実行率下刈
(ha)森林計画区

人工造林を行わなかっ
たことから、計画量を
下回った。

－－－－０％41
０那賀・海部川

保育作業の省力化に積
極的に取り組んだこと
等から計画量を下回っ
た。

４％72
３０％３

０21％205
43中 予 山 岳

人工造林の実行減や保
育作業の省力化に取り
組んだこと等から、計
画量を下回った。

81％113
91０％５

０21％1,166
247嶺 北 仁 淀

50％185
94０％８

０20％1,412
290計

注：上段は現（旧）計画量、下段は実行量（H31.4.1～R6.3.31）※R5年度分は見込値

②国有林野の管理経営の現状及び評価（保育量）

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

備考実行率改良
延長量（m）実行率開設

延長量（m）森林計画区

署管内の他森林計画区の事
業を優先したことにより予
算が確保できなかったこと
等から、計画量を下回った。

０％700
００％1,500

０那賀・海部川

同上６％2,500
150０％4,800

０中 予 山 岳

既設路網を活用して事業を
実施したこと等から、計画
量を下回った。

88％20,050
17,73916％6,565

1,051嶺 北 仁 淀

77％23,250
17,889８％12,865

1,051計

注：上段は現（旧）計画量、下段は実行量（H31.4.1～R6.3.31）※R5年度分は見込値

②国有林野の管理経営の現状及び評価（林道）



2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

ア 生物多様性の保全
・適切な間伐の実施、針広混交林化、複層林化、長伐期化、様々

な生育段階等からなる森林のモザイク的配置など多様で健全な
森林の整備・保全を推進

・保護林や緑の回廊におけるモニタリング調査等を通じた適切な
保全・管理を推進

・30by30目標の達成に向けた生物多様性の保全に資する地域
（OECM）の設定等への適切な対応 など

イ 森林の生産力の維持
・列状間伐や路網と高性能林業機械を組み合わせた効率的な作業

システム等による間伐の実施を推進
・コンテナ苗等を活用し伐採から造林までを一体的に行う一貫作

業システム等による主伐・再造林に取り組み、造林コストや花
粉の少ない森林への転換

・林道と森林作業道等との適切な組合せによる路網の計画的な整
備、路網の強靭化・長寿命化 など

ウ 森林生態系の健全性と活力の維持
・森林病害虫被害の早期発見・早期防除に努める
・四国森林管理局が開発した小型囲いわなを用いたニホンジカの
捕獲方法をはじめとする効果的な捕獲技術の普及活動の推進

・市町村、猟友会、森林管理署等との協定締結によるニホンジカ
被害対策の推進に努める など

列状間伐（愛媛署）

帯状複層林（嶺北署）

シカ防護ネット（嶺北署）

③持続可能な森林経営の実施方向

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

エ 土壌及び水資源の保全と維持
・保安林等における治山施設の設置、機能の低下した森林の整備

等を行う治山事業を推進
・大規模な山地災害発生時には、ヘリコプターやドローンを活用

した被害状況の調査、山地災害対策緊急展開チームを現地に派遣
する など

オ 炭素循環への森林の寄与
・多様な伐期による伐採、その後の確実な更新を図り、保育及び

間伐の適切な実施を推進
・治山事業等における間伐材等の利用の推進 など

カ 社会的・経済的便益の維持及び増進
・企業、学校、ＮＰＯ等の多様な主体と連携し「ふれあいの森」

や「遊々の森」等の設定
・「レクリエーションの森」の活用等の推進

キ 持続可能な森林経営
・地域管理経営計画の策定等に当たり計画案についてパブリック

コメント制度を活用、計画案の作成前の段階から広く地域住民等
の意見を聴くことを実施

・国有林モニター制度を活用して国民の要請の的確な把握等に努
める など

国有林モニター現地説明会
（嶺北署）

治山工事（徳島署）

治山工事（嶺北署）

ふれあいの森（徳島署）



2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

（２）機能類型に応じた管理経営に関する事項
個々の国有林野を重視すべき機能に応じて機能類型区分を行い、それぞれの機能の発揮に資す
る森林施業を行う。

山地災害防止タイプ

自然維持タイプ

（土砂流出・崩壊防備エリア）
・下層植生の発達を促すため、適度な陽光が林内に入るように密度管理を行う。
・必要に応じて、土砂の流出、崩壊を防止する治山施設等を整備する。

（気象害防備エリア）
・遮蔽能力が高く、抵抗力が強い森林を育成する。

・ 自然環境の保全を第一とした管理経営を行うこととし、原則として自然の推移に
委ねる。

・ 景観の向上や野外レクリエーションに考慮した伐採を行うなど森林の手入れを適
切に行う。

森林空間利用タイプ

・ 浸透、保水能力の高い森林土壌を維持し、根系や下層植生の良好な発達が促進さ
れるよう、森林の整備を行う。

水源涵養タイプ

計設定外水源涵養快適環境森林空間自然維持山地災害森林計画区

００-217０００+217
那賀・海部川

4,457０2,355０642701,390
００-309０００+309

中 予 山 岳
8,619０3,346０1,4043,029839
-0.42０-1,958００-0.02+1,958

嶺 北 仁 淀
26,632０18,623０1,4521,2245,332

-0.42０-2,485００-0.02+2,484
計

39,708０24,324０3,4984,3247,561
注：上段は現（旧）計画面積に対する増減、下段は新計画面積。

主な変更内容：林地保全に配慮した施業を推進するため、山地災害のリスクがある森林
の機能類型が水源涵養タイプの場合は、山地災害防止タイプ（土砂流
出・崩壊防備エリア）に変更（※）

単位：ha

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

策定計画区の機能類型別面積

（※）林地保全に配慮するために行う機能類型の変更は、計画策定のタイミングで実施



地理院タイルに国有林野を追記して作成
地理院タイル一覧ページ

https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html

…水源涵養タイプ
…森林空間利用タイプ
…土砂災害警戒区（土石流）
…土砂災害警戒区

（急傾斜地の崩壊）
…山腹崩壊危険地区

土石流警戒区域の上流域

土砂災害警戒区域
（土石流）

林地保全に配慮した森林施業の推進（機能類型の変更）
嶺北仁淀森林計画区 Before

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

地理院タイルに国有林野を追記して作成
地理院タイル一覧ページ

https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html

…水源涵養タイプ
…山地災害防止タイプ

（土砂流出・崩壊防備エリア）
…森林空間利用タイプ
…土砂災害警戒区（土石流）
…土砂災害警戒区

（急傾斜地の崩壊）
…山腹崩壊危険地区

山地災害防止タイプに変更

土砂災害警戒区域
（土石流）

After

土石流警戒区域の上流域

林地保全に配慮した森林施業の推進（機能類型の変更）
嶺北仁淀森林計画区



2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

（３）森林・林業施策全体の推進への貢献に必要な事項

伐採から再造林・保育に至る収支のプラス転換を可能とする「新しい林業」の実現に向け、
・造林の省力化や低コスト化等に資するエリートツリー等の新たな手法の事業での活用を

進める
・レーザ計測やドローン等を活用した効率的な森林管理・木材生産手法の実証に取り組む
・得られた成果は、現地検討会等を通じ、民有林関係者等への普及・定着に取り組む

事業発注者という国有林野事業の特性を活かし、
・森林整備や素材生産の発注情報を公開するなど、効果的な情報発信に取り組む
・総合評価落札方式や複数年契約、事業成績評定制度の活用、労働安全対策に配慮した事業

実行の指導
・森林経営管理制度の定着化に向けた林業経営者の受注機会拡大に配慮

低コスト造林現地検討会（嶺北署）

①「新しい林業」の実現に向けた効率的な施業の推進と民有林関係者への普及

②林業事業体・林業経営体の育成

エリートツリー、大苗、普通苗の植栽による
下刈省力化試験現地検討会（愛媛署）

森林土木事業における ICT 施工の現地
検討会（徳島署）

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

・森林・林業技術に関する研修への市町村職員等の受入れ
・公的管理を行う森林の取扱い手法の普及など

・大学の研究・実習等へのフィールドの提供
・林業大学校等への講師派遣など

南予アカデミー獣害対策実習
（愛媛署）

市町村林業担当者研修（局） 森林・林業の課題の解決を応援します
～市町村の支援ツール～

とくしま林業アカデミー測量実習
（徳島署）

嶺北高校森林科学講座（嶺北署）那賀高校森林クリエイト科
インターンシップ受入

（徳島署）

③市町村の森林・林業行政に対する技術支援

④森林・林業技術者等の育成支援

市町村林業担当者も参加した
獣害対策検討会（香川所）



2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

・国土強靱化基本計画等に基づき治山対策を推進
・山地災害危険地区等におけるきめ細かな治山ダムの配置等による土

砂流出の抑制を推進

復旧治山工事（徳島署）

⑤その他

地すべり防止工事（徳島署）復旧治山工事（嶺北署）

2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

計間伐主伐森林計画区

68,77450,922
（331ha）

17,852
《０》那賀・海部川

180,545142,955
（928ha）

37,590
《20,762》中 予 山 岳

820,151521,632
（3,505ha）

298,519
《165,599》嶺 北 仁 淀

1,069,470715,509
（4,764ha）

353,961
《186,361》計

注：《 》は分収林の伐採量で内書き、（ ）は間伐面積

単位：㎥

（４）主要事業の実施に関する事項（計画総量）

①伐採総量



2.1）国有林野の管理経営に関する基本的な事項

改良
延長量（m）

開設
延長量（m）

除伐
（ha）

つる切
（ha）

下刈
（ha）

人工造林
（ha）森林計画区

200－－－6541那賀・海部川

2,000－66５19345中 予 山 岳

15,6001,80013213946360嶺 北 仁 淀

17,8001,800198181,204446計

②更新 ③保育 ④林道の開設及び改良の総量

更新 保育 林道

2.2）国有林の維持及び保存に関する事項

・地元自治体、地域住民との緊密な協力・連携の下に、入林者が多い時期に巡視回数を増
やすなど重点的な巡視に努める。

・国有林野内への廃棄物不法投棄に対しては、地元自治体等とも協力・連携して巡視等に
努める。

・松くい虫等森林病害虫による被害は、早期発見・早期防除、迅速な駆除に努める。

・定期的かつ計画的な巡視、破損した境界標の補修、整備に努める。

（１）巡視に関する事項

①山火事防止等の森林保全巡視

②境界の保全管理

（２）森林病害虫の駆除又はそのまん延の防止に関する事項

くいしやま

工石山自然休養林のパト
ロール（嶺北署）

県と協力して環境保全活動
（徳島署）

石鎚山お山開き期間中市町
村等と連携してパトロール

（愛媛署）



2.2）国有林の維持及び保存に関する事項

・我が国の気候帯又は森林帯を代表する原生的な森林については、「森林生態系保護地域」
として、原則として自然の推移に委ねた管理を行う。

・地域固有の生物群集を有する森林については、「生物群集保護林」として原則として自然
の推移に委ねた管理を行う。

・希少な野生生物の生育・生息に必要な森林については、「希少個体群保護林」として、設
定目的に応じた適切な保護・管理を行う。

（３）特に保護を図るべき森林に関する事項

①保護林

石鎚山系森林生態系保護地域（愛媛署、嶺北署）

白髪山天然ヒノキ（遺伝資源）希少個体群保護林
（嶺北署）

やりど

鑓戸四国シラベ（遺
伝資源）希少個体群
保護林（徳島署）→

2.2）国有林の維持及び保存に関する事項

・生物多様性の保全や気候変動の影響への適応等の観点から、保護林を中心とした森林
生態系ネットワークの形成を図るため、民有林関係者等とも連携しつつ「緑の回廊」
を設定し、野生生物の自由な移動の場として保護。

・天然林においては、危険木の処理や多様な樹種構成の林分とするための択伐等に限定
した施業を行い、人工林においては、野生生物の生育・生息や移動が良好な状態とな
るよう非皆伐施業や針広混交林化等を推進。

②緑の回廊

剣山地区緑の回廊 石鎚山地区緑の回廊



2.2）国有林の維持及び保存に関する事項

・保護林や緑の回廊は、継続的なモニタリングを通じて森林生態系や野生生物等の状況変化
の的確な把握に努め、必要に応じて保護・管理方針や区域の見直しを行う。

③その他

石鎚山系森林生態系保護地域
鎗戸四国シラベ（遺伝資源）

希少個体群林
白髪山天然ヒノキ（遺伝資源）

希少個体群保護林
緑の回廊（石鎚山地区）

2.2）国有林の維持及び保存に関する事項

（４）その他必要な事項
・渓畔周辺については、生物多様性の保全上重要な役割を担っているため、本来成立すべき植

生による上流から下流までの連続性を確保し、よりきめ細やかな森林生態系ネットワークの
形成に努める。

・山火事、廃棄物の不法投棄等の防止や境界の保全等のほか、鳥獣被害の防止や保安林の適切
な管理等のためにも、適切な防除対策の実施、森林の巡視、標識の設置等に努める。

おだみやま

小田深山渓谷（愛媛署） 渓畔林（高知中部署）



2.2）国有林の維持及び保存に関する事項

昆明・モントリオール生物多様性枠組（生物多様性条約COP15）
（ゴールＡ）生物多様性の保全

・生態系の健全性、連結性、レジリエンスの維持・強化・回復
（ターゲット３）

陸域と海域のそれぞれ少なくとも30%を保護地域及び
その他の効果的な手段（OECM）により保全（30 by 30）

概要
○キーメッセージ
▶2030年までに陸と海の30％以上を保全
▶ 生物多様性の損失を止め、人と自然との結びつきを取り戻す
▶ 地域の経済・社会・環境問題の同時解決につながるNbS

(Nature-based Solutions)のための、健全な生態系を確保する
基盤的・統合的アプローチ

○30by30目標達成のための主要施策と個別目標
▶ 国立公園等の保護地域の拡張と管理の質の向上
▶ 保護地域以外で生物多様性保全に資する地域（OECM） の設定

・管理
▶ 生物多様性の重要性や保全活動の効果の「見える化」等

保護地域：国内の法令等に基づき生物多様性の保全のために行為が制限されている区域
・自然公園、自然環境保全地域、鳥獣保護区、保護林、緑の回廊など
・2020年現在で国土の20.5%（773万ha）が保護地域に設定されている

OECM ：Other Effective area-based Conservation Measures
保護地域以外で生物多様性の保全に資する区域のこと

（参考）30by30目標の達成に向けて

2.2）国有林の維持及び保存に関する事項

環境省と調整中

TNFD：Taskforce on Nature-related Financial Disclosures
自然関連財務情報開示タスクフォース
企業・団体が自身の経済活動による自然環境や生物多様性への影響を評価し
情報開示する枠組み

（参考）30by30目標の達成に向けて

出典：30by30ロードマップ生物多様性国家戦略関係省庁連絡会議



2.3）林産物の供給に関する事項

（１）木材の安定的な取引関係の確立に関する事項

・機能類型区分に応じた適切な施業の結果得られる国有林
材の持続的・計画的な供給に努める。

・路網と高性能林業機械等を組み合わせた低コストで効率
的な作業システムによる列状間伐、コンテナ苗等を活用し
伐採から造林までを一体的に行う一貫作業システム、複数
年契約による事業発注に取り組む。

①林産物の安定供給

②林産物等の販売

・地域の林業・木材産業の活性化に資するよう、民有林管
理への貢献等に取り組む需要者と協定を締結して需要先
へ直送するシステム販売等に取り組む。

山元で集積して公売（徳島署）

素材生産現場（愛媛署）

2.3）林産物の供給に関する事項

（２）その他必要な事項
・庁舎等の整備において木材の積極的な利用に努めるとともに、林道事業・治

山事業において、間伐材等を積極的に利用する。

林道事業（四万十署）

岡豊高校生が嶺北署庁舎（CLTパネル工法）を見学（CLT内壁、床サクラ材）

治山事業（徳島署）



2.4）国有林野の活用に関する事項

・地域の社会的経済的状況、住民の意向等を考慮して、公用・公共用施設へ
の活用、公衆の保健のための活用等地域における産業の振興、住民の福祉
の向上、都市と農山漁村の交流の促進による地域社会の活性化に資するよ
う積極的に推進。

・「レクリエーションの森」を広く国民に開かれた利用に供する。

（１）国有林野の活用の推進方法

①国有林野の活用の適切な推進

②公衆の保健のための活用の推進

2.4）国有林野の活用に関する事項

・再生可能エネルギー発電事業の用に供する場合には、国土の保全や生物多様性の保全等に
配慮するとともに地域の意向を踏まえる。

・盛土を始めとする土地の形質の変更等に係る各種法令に基づく許認可等を確認するほか、
制限のない国有林野についても林地開発許可制度に準じて取り扱う。

・「レクリエーションの森」の管理経営に当たっては、民間活力を活かした施設整備等の推
進、地元自治体を核とした管理運営協議会の活用等に努める。

「日本美しの森 お薦め国有林」（四国森林管理局では５箇所）

剣山自然休養林（徳島署）
くいしやま

工石山自然休養林（嶺北署）
おもご

面河・四国カルスト
自然休養林（愛媛署）

（２）国有林野の活用の具体的手法



2.5）国有林野と一体として整備及び保全を行うことが
相当と認められる民有林野の整備及び保全に関する事項

（１）民有林と連携した施業や
民有林材との協調出荷の推進に関する事項

・地域における施業集約化の取組を支援するため、森林
共同施業団地を設定。

・森林共同施業団地等においては、路網及び土場の共同
利用並びに民有林材との協調出荷等に取り組む。

（２）公益的機能維持増進協定の締結に関する基本的な方針
・国有林に隣接・介在する民有林で、国有林の公益的機能の維持増進のため必要な場合には、

民有林所有者と協定を結び、国有林と一体的に整備・保全を行う「公益的機能維持増進協
定制度」の活用を推進。

森林共同施業団地内での施業（嶺北署）

2.6）国民の参加による森林の整備に関する事項

（１）国民参加の森林に関する事項

（２）分収林に関する事項

・「ふれあいの森※ 」や「多様な活動の森※ 」等を活用して、NPO等が行う自主的な森林整備
等へのフィールドの提供や必要な技術指導等を行う。

※ 「ふれあいの森」とは、協定を結び、植栽、保育等の森林整備活動に提供する森林
※ 「多様な活動の森」とは、協定を結び、美化活動、森林パトロール等、森林の保全

を目的とした様々な活動に提供する森林

・企業等による社会・環境貢献活動としての「法人の森林」の設定等、分収林制度を活用した
取組を進める。

（３）その他必要な事項

・「遊々の森」や学校分収林の活用、森林の有する多面的機能に関する普及啓発活動の実施、
指導者の派遣や紹介等に取り組む。

※ 「遊々の森」とは、協定を結び、森林教室、自然観察、体験林業等の森林環境教育の推
進を目的とした活動に提供する森林



2.7）その他国有林野の管理経営に関し必要な事項

（２）地域振興に関する事項

・施業指標林や試験地は、試験研究機
関とも連携し、現地展示、森林施業
技術の研修、検討会のフィールド、
森林環境教育の場等としても活用。

・国有林野事業の諸活動と国有林野の多様な利活用、森林・林業再生への貢献を通じて、林
業・木材産業をはじめとする地域産業の振興、住民の福祉の向上等に寄与するよう努める。

・特定母樹や早生樹等の成長に優れた苗木の活用等による低コスト造林
技術、ＩＣＴ（情報通信技術）等を活用した効率的な森林管理・木材
生産手法等の開発・実証など

（１）林業技術の開発、指導及び普及に関する事項

①施業指標林、試験地等

②林業技術の開発普及

ICT施工現場視察及び
現地検討会（局）

つづらたにくろたきやま

葛篭谷黒滝山集約化試験団地（嶺北署）

目次



3.1）主な変更計画量
変更/現行変更計画現行計画計画区項目

+13.32ス長複-13.32ス分散吉野川
施業群の見直し

（ha）
+137.87ヒ分散-53.54ヒ長伐四万十川 -84.33複層林

+3.73ヒ長伐-3.73ヒ分散高知
100%59,58159,638吉野川

主伐
（m3）

伐採量

100%55,01155,012南予
100%615,659615,163四万十川
100%166,592166,280安芸
100%92,17892,146吉野川

間伐
（m3）

100%314,078313,929南予
100%1,040,3101,039,996四万十川
100%170,486171,103高知
100%659,148658,810安芸
86%5564吉野川

単層林
人工造林
（ha）更新

99%119120南予
97%1,0951,126四万十川

400%205吉野川
複層林 94%98104四万十川

102%133131安芸
104%130125吉野川

下刈（ha）保育 100%379380南予
100%818816安芸
99%3,4943,518四万十川

102%669.73656.78安芸保安林の整備
（ha）治山 113%98南予保全施設（箇所） 109%3633安芸

国民の森林・国有林

剣山

ご清聴ありがとうございました


